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は
じ
め
に

滋
賀
県
の
竹
生
島
に
あ
る
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
の
脇
羽
目
彫
刻
は
、
安
土

桃
山
時
代
を
代
表
す
る
美
術
作
品
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
そ

の
、
他
に
は
み
ら
れ
な
い
大
ぶ
り
な
牡
丹
と
渦
を
巻
く
よ
う
な
唐
草
の
意
匠
は

大
胆
で
、
安
土
桃
山
時
代
の
自
由
な
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
　
（
図
1
）
。
し
か
し
、

図
柄
の
途
中
で
切
断
さ
れ
て
お
り
、
．
見
し
て
本
来
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も

の
を
後
か
ら
は
め
込
ん
だ
事
が
明
白
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
は
本
来
身
舎
部
分
と
庇
部
分
が

別
の
建
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
慶
長
七
年
　
（
一
六
〇
二
）
　
に
合
成
し
て
現
在
の
姿

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
身
舎
部
分
も
桃
山
芸
術
の
粋
を
集
め
た
建
築
と
し
て

非
常
に
有
名
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
都
久
夫
須
麻
神
社
研
究
の
第
一
段
階
と
し

て
、
庇
部
分
の
脇
羽
目
彫
刻
が
本
来
い
ず
れ
の
建
物
を
装
飾
し
て
い
た
彫
刻
で

あ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
中
心
に
考
察
す
る
。
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都
久
夫
須
麻
神
社
に
は
宝
厳
寺
が
隣
接
す
る
が
、
そ
の
唐
門
は
豊
国
神
社
の

社
僧
で
あ
る
神
龍
院
梵
舜
の
口
記
　
『
舜
旧
記
』
　
の
記
述
や
渡
廊
か
ら
発
見
さ
れ

た
里
量
目
よ
り
、
豊
臣
秀
頼
に
よ
っ
て
慶
長
四
年
　
（
二
五
九
九
）
　
に
造
営
さ
れ
た

豊
国
廟
の
遺
構
を
慶
長
八
年
　
（
一
六
〇
三
）
　
に
竹
生
島
に
移
築
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
一
方
、
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
は
慶
長
七
年
　
（
一

六
〇
二
）
　
に
豊
臣
秀
頼
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
社
伝
に
よ
る
と
伏
見

城
の
遺
構
で
あ
る
と
い
う
。
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
に
関
し
て
の
本
格
的
な
研

究
は
少
な
く
、
建
築
関
係
で
は
昭
和
十
一
年
に
現
状
変
更
を
と
も
な
う
解
体
修

理
を
し
た
際
に
出
さ
れ
た
乾
兼
松
氏
に
よ
る
修
理
工
事
報
告
書
と
、
昭
和
五
十

八
年
に
発
行
さ
れ
た
　
『
日
本
建
築
史
基
礎
史
料
集
成
　
社
殿
Ⅲ
』
所
収
の
桜
井

敏
雄
氏
に
よ
る
　
「
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
」
　
の
み
で
あ
る
。
漆
工
関
係
で
は
灰

野
昭
郎
氏
の
　
「
都
久
布
須
麻
神
社
本
殿
の
蒔
絵
装
飾
」
　
が
あ
る
。
さ
ら
に
宝
厳

寺
に
関
し
て
は
、
唐
門
・
観
音
堂
・
渡
廊
と
も
に
昭
和
十
年
に
解
体
修
理
⊥
事
、

昭
和
三
十
五
年
に
災
害
に
よ
る
部
分
修
理
工
事
、
昭
利
四
十
七
年
に
屋
根
茸
替
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工
事
を
行
っ
て
い
る
が
修
理
工
事
報
告
書
は
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
論
考

も
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
都
久
夫
須
麻
神
社
と
宝
厳
寺
は
豊
臣
秀
頼
に
よ
っ

て
続
け
て
造
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
を
考
え
る
際

に
は
宝
厳
寺
に
つ
い
て
の
考
察
が
不
吋
欠
で
あ
る
。

一
、
建
物
の
現
状
と
前
身
建
築

現
在
竹
生
島
に
は
都
久
夫
須
麻
神
社
と
宝
厳
寺
が
あ
る
が
、
明
治
の
神
仏
分

離
令
で
分
か
れ
る
ま
で
は
宝
厳
寺
は
都
久
夫
須
麻
神
社
の
神
宮
寺
で
あ
り
、
今

も
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
は
懸
造
の
渡
廓
で
宝
厳
寺
観
音
堂
と
つ
な
が
る
。
観

音
堂
の
側
面
に
は
唐
門
が
接
続
し
、
門
の
横
手
の
石
段
を
上
が
る
と
宝
厳
寺
弁

才
天
堂
（
本
堂
）
　
が
あ
る
。
峰
の
斜
面
に
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
二
堂

一
社
は
石
段
で
繋
が
れ
、
変
化
に
富
ん
だ
景
観
と
な
っ
て
い
る
。
都
久
夫
須
麻

神
社
本
殿
と
宝
厳
寺
唐
門
は
国
宝
、
観
音
堂
と
涯
廊
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
宝
厳
寺
弁
才
天
堂
は
昭
和
十
七
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。一

一

　

宝

巌

寺

宝
厳
寺
は
か
っ
て
は
鐘
楼
や
三
重
塔
、
ま
た
は
多
く
の
僧
坊
が
あ
っ
た
が
、

今
で
は
本
堂
、
観
音
堂
と
そ
れ
に
付
属
す
る
唐
門
と
渡
廓
か
ら
な
っ
て
い
て
、

観
音
堂
、
唐
門
、
渡
廓
が
慶
長
八
年
に
豊
臣
秀
頼
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
唐
門
は
一
間
一
戸
の
向
唐
門
で
桧
皮
葺
、
観
音
堂
は
桁
行
五
間
梁
間

四
間
の
入
母
屋
造
・
桧
皮
葺
、
渡
廓
は
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
低
屋
根
部
分

は
桁
行
八
間
梁
間
一
間
の
切
妻
造
・
桧
皮
葺
、
高
屋
根
部
分
は
桁
行
二
間
梁
間

一
間
の
切
妻
造
・
桧
皮
葺
と
な
っ
て
い
る
。
棟
札
が
一
枚
発
見
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
は
慶
長
八
年
に
一
島
の
伽
藍
す
べ
て
の
再
興
が
終
わ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
総
奉
行
が
片
桐
且
元
、
作
事
奉
行
が
両
森
長
助
、
大
工
は
竹
生
島

の
御
大
工
、
浅
井
郡
富
田
村
の
阿
部
氏
で
慶
長
八
年
当
時
の
当
主
は
太
郎
兵
衛

宗
政
、
小
工
は
同
じ
く
富
田
村
の
西
島
氏
で
代
々
竹
生
島
の
中
上
を
勤
め
て
い

る
。宝

厳
寺
唐
門
は
　
『
舜
旧
記
』
慶
長
七
年
六
月
十
一
日
の
条
の
　
「
今
日
ヨ
リ
豊

国
極
楽
門
、
内
府
ヨ
リ
竹
生
島
へ
依
寄
進
、
壊
始
、
新
神
門
、
大
坂
ヨ
リ
被
仰

了
、
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
豊
国
廟
の
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
涯
廓
の
飾
金
具
か
ら
「
豊
国
大
明
神
御
唐
門
下
長
押
金
物
」
と
い
う

墨
書
銘
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
　
『
舜
旧
記
』
　
に
言
う
「
極
楽
門
」
「
神

門
」
が
具
体
的
に
は
豊
国
廟
の
ど
の
門
を
指
す
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
豊

国
廟
は
慶
長
三
年
八
月
十
八
日
に
亡
く
な
っ
た
秀
吉
の
霊
廟
と
し
て
慶
長
四
年

四
月
十
八
日
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
初
秀
吉
の
死
は
隠
さ
れ
て
い

た
た
め
、
名
目
上
方
広
寺
の
鎮
守
と
し
て
造
営
さ
れ
た
。
場
所
は
方
広
寺
　
（
現

在
京
都
国
立
博
物
館
）
　
の
東
で
、
阿
弥
陀
ケ
峰
の
山
頂
に
墓
所
を
建
て
そ
の
西

麓
　
（
規
京
都
女
子
大
学
付
近
）
　
に
豊
国
大
明
神
社
を
建
立
し
た
と
い
う
。
現
在

東
山
に
豊
国
神
社
が
あ
る
が
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
方
広
寺
跡
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
慶
長
四
年
に
建
て
ら
れ
た
豊
国
廟
は
現
在
は
跡
形
も
な
い
。
そ
の
豊

国
廟
が
ど
の
よ
う
な
規
模
、
構
成
、
外
観
で
あ
っ
た
か
知
る
手
が
か
り
に
な
る

の
は
、
徳
川
黎
明
会
と
豊
国
神
社
所
蔵
の
　
「
豊
国
祭
礼
図
」
　
や
桃
山
時
代
か
ら

江
戸
初
期
に
か
け
て
多
数
制
作
さ
れ
た
「
洛
中
洛
外
図
」
等
の
絵
画
史
料
と

『
匠
明
』
　
『
愚
子
見
記
』
　
の
二
つ
の
木
割
書
で
あ
る
。
絵
画
史
料
か
ら
は
楼
門
以

外
の
門
は
本
社
を
取
り
囲
む
透
塀
に
取
り
つ
く
唐
門
し
か
認
め
る
こ
と
が
で
き
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な
い
が
、
「
神
門
」
が
聖
域
へ
の
門
だ
と
す
る
と
、
拝
殿
・
本
殿
な
ど
を
他
の

社
殿
か
ら
区
画
す
る
透
塀
正
面
の
唐
門
は
そ
う
称
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し

か
し
、
現
在
見
る
よ
う
に
宝
厳
寺
唐
門
は
向
唐
門
で
あ
る
の
に
対
し
　
（
図
2
）

勝
興
寺
蔵
「
洛
中
洛
外
図
」
と
写
本
の
妙
法
院
蔵
「
豊
国
祭
礼
図
」
以
外
は
す

べ
て
平
唐
門
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
　
『
匠
明
』
　
に
は
豊
国
廟
の
門
に
関

す
る
記
述
は
な
く
、
『
愚
子
見
記
』
　
に
は
　
「
唐
門
一
丈
六
寸
二
梁
六
尺
五
寸
、

四
ツ
柱
有
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
川
柳
門
で
軒
唐
破
風
を
つ
け
た
同
時
代
の
酉

本
願
寺
唐
門
や
豊
同
神
社
唐
門
、
北
野
天
満
宮
中
門
の
よ
う
な
門
だ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
『
愚
子
見
記
』
　
で
は
四
脚
門
は
　
「
四
足
門
」
と
記
す
る
事
が
多
く
、

平
唐
門
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
　
『
愚
子
見
記
』
　
の
記
述
が
寛
文

年
間
に
行
な
わ
れ
た
豊
国
廟
の
修
理
の
正
確
な
記
録
で
あ
る
こ
と
と
、
慶
長
十

一
年
に
完
成
し
た
豊
臣
氏
の
祭
礼
の
記
録
画
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
豊
国
神
社

蔵
「
豊
国
祭
礼
図
」
　
（
図
3
）
　
に
お
い
て
も
平
唐
門
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
慶
長
七
年
に
竹
生
島
に
移
さ
れ
た
門
は
向
唐
門
で
あ
り
、
そ
の
後
、

「
人
坂
よ
り
仰
せ
ら
れ
た
」
　
門
は
平
唐
門
で
あ
っ
た
と
考
え
る
事
が
出
来
る
。

さ
ら
に
は
狩
野
孝
信
筆
の
吋
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
勝
興
寺
蔵
「
洛
中
洛
外

図
」
　
や
「
孝
信
筆
」
と
包
紙
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
妙
法
院
蔵
「
豊
国
祭
礼

図
」
が
平
唐
門
で
は
な
く
向
唐
門
と
す
る
の
は
　
（
図
4
、
5
）
、
兄
光
信
と
と

も
に
豊
国
廟
作
事
に
携
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
孝
信
が
最
も
華
や
か
だ
っ
た
創
建
当

時
の
姿
を
再
現
し
た
、
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
宝
厳
寺
唐

門
が
豊
国
廟
の
遺
構
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
花
鳥
の
彫

刻
で
破
風
下
や
桟
唐
戸
を
埋
め
尽
く
し
、
繊
細
な
飾
金
具
で
頭
貫
や
柱
を
飾
る

そ
の
姿
は
、
ま
さ
に
　
「
極
楽
門
」
　
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
門
で
あ
る
。
こ
の
門
か

ら
も
当
時
の
豊
国
廟
の
華
や
か
さ
が
う
か
が
え
る
。

観
音
堂
と
渡
廊
は
と
も
に
慶
長
八
年
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
渡
廊
は

島
の
斜
面
に
た
っ
て
い
る
た
め
懸
造
と
な
る
。
寺
の
伝
承
で
は
秀
吉
の
御
座
船

を
移
築
し
た
舟
廊
卜
で
あ
る
と
い
う
が
根
拠
は
な
い
。
た
だ
　
「
豊
国
人
名
神
御

唐
門
下
長
押
金
物
」
と
い
う
墨
書
銘
が
見
つ
か
っ
た
よ
う
に
豊
国
廟
の
唐
門
の

部
材
を
転
用
し
て
い
る
。
観
音
堂
は
身
舎
の
周
り
に
一
間
通
り
の
庇
の
間
が
あ

り
縁
先
に
柱
を
立
て
て
い
る
が
、
身
舎
の
柱
が
円
柱
で
あ
る
の
に
対
し
て
角
柱

と
な
っ
て
い
る
。
側
面
の
庇
の
間
に
は
一
方
に
渡
廊
、
も
う
一
方
に
唐
門
が
接

続
す
る
が
、
唐
門
の
控
柱
と
な
る
部
分
だ
け
は
円
柱
で
あ
る
。
正
面
庇
の
間
の

卜
は
崖
で
あ
り
開
放
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
身
舎
は
前
面
▲
間
通
り
が
外
陣
で

後
部
が
内
陣
と
な
っ
て
い
て
、
桁
行
方
向
の
柱
筋
は
、
唐
門
が
接
続
す
る
控
柱

を
兼
ね
る
庇
柱
が
一
致
し
な
い
だ
け
で
あ
る
が
、
梁
間
方
向
の
柱
筋
で
は
、
背

面
の
庇
縁
先
柱
が
両
端
を
除
い
て
す
べ
て
一
致
し
な
い
。
さ
ら
に
、
内
陣
の
中

心
を
外
れ
た
と
こ
ろ
に
二
本
の
柱
が
あ
り
、
従
来
あ
っ
た
堂
字
を
一
部
残
し
て

改
造
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
－
二
　
部
久
夫
須
麻
神
社
本
殿

神
社
側
の
伝
承
で
は
、
秀
吉
の
伏
見
城
の
日
暮
御
殿
を
移
築
し
た
も
の
で
あ

り
内
部
の
障
壁
画
は
狩
野
永
徳
筆
だ
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
伝
承
が
生
ま
れ
る

の
も
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
庇
部
分
や
身
舎
の
外
周
の
壁
面
に
は
花
鳥
や
牡

丹
唐
草
の
彫
刻
が
は
め
込
ま
れ
、
正
面
の
桟
唐
戸
に
も
草
花
の
彫
刻
が
施
さ
れ

て
い
る
　
（
図
6
）
。
ま
た
、
身
舎
部
分
の
長
押
や
柱
な
ど
の
軸
部
は
内
外
と
も

黒
漆
塗
で
、
金
蒔
絵
で
草
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
内
部
は
畳
敷
、
天
井
は
折
上

格
天
井
で
そ
の
格
狭
間
・
小
壁
・
襖
に
は
草
花
が
金
箔
地
に
描
か
れ
、
特
に
身

舎
部
分
は
現
存
す
る
桃
山
建
築
の
中
で
最
も
豪
華
な
意
匠
を
備
え
て
い
る
（
図
7
）
。



本
殿
の
構
造
形
式
は
桁
行
五
間
、
梁
間
四
間
、
向
拝
一
間
、
重
層
、
入
母
屋

造
、
桧
皮
葺
で
上
層
は
前
後
軒
唐
破
風
付
、
南
面
、
万
三
間
の
身
合
の
周
囲
に

▲
■
間
の
庇
を
巡
ら
し
両
側
面
お
よ
び
背
面
に
霧
除
け
を
設
け
て
い
る
。
そ
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
点
か
ら
、
身
舎
お
よ
び
庇
部
分
が
も
と
も
と
一
つ
の
建
物

と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
身
合
を
基
準
と
し
て
後
に
庇
が

付
加
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

・
身
合
と
庇
部
は
柱
筋
が
悉
く
一
致
し
な
い
。
ま
た
、
身
合
と
庇
部
を
つ
な
ぐ

構
造
材
と
し
て
は
正
面
の
四
本
の
海
老
虹
梁
の
み
で
あ
る
が
著
し
く
振
れ
て

納
ま
り
に
無
理
が
あ
る
。
他
の
二
面
に
は
繋
ぎ
材
が
な
い
が
、
特
に
側
面
に

お
い
て
は
あ
ま
り
に
柱
の
位
置
が
違
い
す
ぎ
て
取
り
付
け
不
可
能
な
た
め
と

思
わ
れ
る
。

・
庇
部
分
の
柱
は
円
柱
で
あ
る
が
、
身
合
は
角
柱
で
あ
る
。

・
庇
部
分
は
素
木
造
で
あ
る
の
に
対
し
て
身
舎
は
漆
塗
で
柱
、
長
押
、
万
立
に

は
平
蒔
絵
を
施
し
て
い
る
。

・
庇
の
屋
根
は
身
舎
の
柱
に
取
り
つ
か
ず
、
庇
部
分
の
柱
筋
上
部
に
板
壁
を
立

ち
上
げ
て
身
舎
地
垂
木
先
端
の
木
負
の
位
置
に
納
め
、
こ
の
位
置
で
屋
根
は

断
ち
切
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
昭
和
十
一
年
の
修
理
工
事
で
次
の
よ
う
な
発
見
が
あ
っ
た
。

・
明
ら
か
に
転
用
材
と
認
め
ら
れ
る
本
殿
小
屋
粗
筋
遠
に
「
摂
州
矢
田
部
之
郡

舟
生
山
之
住
□
同
右
□
□
大
弐
大
蔵
　
永
禄
十
年
三
月
吉
日
」
と
い
う
墨
書

が
あ
る
。

・
本
殿
小
屋
組
内
に
硯
向
拝
の
旧
手
挟
が
あ
っ
た
。

・
竹
生
島
大
工
阿
部
家
よ
り
「
竹
生
島
神
社
の
図
及
永
禄
八
年
よ
り
永
禄
十
二

年
」
の
書
き
込
み
の
あ
る
図
面
二
枚
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
図
の
寸
法
お
よ
び

絵
様
と
今
の
庇
部
分
と
向
拝
部
分
が
よ
く
合
致
し
て
い
る
。

・
び
わ
町
の
八
幡
神
社
に
「
新
造
御
遷
宮
」
と
表
記
し
た
社
名
の
な
い
永
禄
十

年
（
J
五
五
八
）
九
月
六
日
付
の
棟
札
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
都
久

夫
須
麻
神
社
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
修
理
工
事
報
告
書
で
は
永
禄
一
年
十
月
十
二
日
に
失
火

に
よ
り
焼
失
し
た
後
、
永
禄
十
年
に
本
殿
を
再
建
す
る
が
、
慶
長
七
年
に
硯
身

舎
部
分
を
移
築
し
、
旧
本
殿
の
庇
部
分
と
向
拝
部
分
を
そ
の
身
合
に
取
り
つ
け

た
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
。
す
な
わ
ち
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
は
造
営
年
代

の
異
な
っ
た
二
つ
の
建
物
を
足
し
て
▲
”
つ
の
建
物
と
し
た
合
成
建
築
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
非
常
に
手
間
の
か
か
る
工
事
を
行
っ
た
の
は
身
舎
部
分
が
伝
承
の

と
お
り
移
築
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
前
身
建
築
に
つ

い
て
は
、
身
舎
右
側
面
前
よ
り
十
三
本
目
の
地
垂
木
上
端
の
墨
書
「
盛
阿
弥

夫
下
始
作
内
吉
蔵
也
　
此
塗
物
は
大
仏
に
て
ぬ
り
申
候
也
（
後
略
）
」
よ
り
、

大
仏
は
方
広
寺
の
大
仏
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
身
舎
は
万
広
寺
か
ら
あ
ま

り
遠
く
な
い
と
こ
ろ
の
建
物
で
あ
り
、
伝
承
通
り
伏
見
城
の
遺
構
で
あ
る
と
す

る
。
こ
の
前
身
建
築
に
つ
い
て
は
桜
井
敏
雄
氏
も
『
日
本
建
築
史
基
礎
史
料
集

成
　
社
殿
Ⅲ
』
　
で
、
こ
の
墨
書
を
踏
ま
え
て
、
大
仏
と
い
え
ば
方
広
寺
の
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
豊
国
廟
は
秀
吉
を
祭
る
が
名
目
上
は
万
広
寺
の
鎮
守
と
し
て
建

て
ら
れ
た
の
で
宝
厳
寺
唐
門
と
同
様
豊
国
廟
よ
り
移
築
し
た
可
能
性
が
あ
る
と

す
る
。
さ
ら
に
万
広
寺
内
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
秀
吉
の
御
霊
屋
の
よ
う
な
建
物

の
可
能
性
も
併
せ
て
指
摘
す
る
。
ま
た
、
同
じ
『
日
本
建
築
史
基
礎
史
料
集
成

社
殿
Ⅲ
』
　
の
概
説
の
な
か
で
大
河
直
航
氏
は
豊
国
廟
の
遺
構
と
推
定
し
、
方
三

間
の
間
取
り
が
、
高
野
山
に
あ
る
徳
川
家
康
と
秀
忠
の
霊
廟
や
伊
達
政
宗
の
霊

廟
で
あ
っ
た
瑞
鳳
殿
と
同
じ
こ
と
か
ら
秀
吉
の
御
霊
屋
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
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へ
‖
」

と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
里
量
目
の
　
「
大
仏
」
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
方
広
寺
を
指
す

の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
豊
臣
秀
吉
が
方
広
寺
大
仏
殿
を
造
営
す

る
際
に
、
諸
国
か
ら
動
員
さ
れ
て
き
た
職
人
た
ち
は
、
大
仏
殿
完
成
後
も
そ
の

周
辺
に
居
住
し
　
「
大
仏
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
慶
長
十
七
年
の
名
古
屋
城
作

事
で
は
大
仏
久
兵
衛
、
大
仏
甚
右
衛
門
、
大
仏
久
八
な
ど
　
「
大
仏
」
を
称
す
る

大
工
が
散
見
で
き
る
し
、
慶
長
十
八
年
の
慶
長
度
内
裏
造
営
で
も
、
大
仏
甚
右

衛
門
、
大
仏
源
左
衛
門
、
大
仏
越
後
、
人
仏
藤
左
衛
門
、
大
仏
助
作
な
ど
が
存

在
す
る
。
こ
の
う
ち
応
其
が
方
広
寺
作
事
の
際
に
紀
州
と
大
和
か
ら
連
れ
て
来

た
い
わ
ゆ
る
　
「
大
仏
十
人
棟
梁
」
　
と
し
て
　
「
大
仏
」
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
の
は
源
左
衛
門
と
喜
多
越
後
だ
け
で
あ
り
、
「
大
仏
」
　
と
い
う
の

が
地
名
も
し
く
は
大
t
組
名
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
元
和
五

年
の
女
院
御
所
作
事
で
は
、
「
大
仏
組
」
　
が
1
2
組
認
め
ら
れ
る
。
作
事
の
際
に

作
ら
れ
た
『
大
上
目
数
寄
陸
　
で
は
表
紙
に
「
大
仏
・
東
福
寺
・
伏
見
・
山
城
」

「
立
田
・
吉
田
・
勢
野
・
片
岡
・
箸
尾
・
松
笠
・
市
本
・
窪
田
」
　
「
奈
良
・
郡

山
・
西
京
・
矢
田
」
と
あ
り
、
大
T
を
地
域
ご
と
に
ま
と
め
て
記
し
て
い
る
こ

と
か
ら
　
「
大
仏
」
　
と
い
う
の
が
地
名
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。
そ
の
後
も
寛
永
十

八
年
の
寛
永
度
内
裏
造
営
、
寛
永
十
九
年
の
東
寺
五
重
塔
作
事
、
承
応
二
年
の

承
応
度
仮
内
裏
造
営
、
寛
文
二
年
の
寛
文
度
御
所
造
営
な
ど
で
　
「
大
仏
」
を
称

す
る
大
工
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
下
る
と
　
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
重
量
　
に

は
　
「
大
仏
問
屋
町
」
　
「
人
仏
平
塚
通
」
　
「
人
仏
鞘
屋
町
」
な
ど
の
地
名
が
み
え
る
。

ま
た
寺
社
伝
奏
之
事
に
　
「
嵯
峨
　
清
涼
寺
」
　
「
和
州
　
小
池
坊
」
　
「
播
州
　
八

幡
月
輪
寺
」
等
と
並
ん
で
「
大
仏
　
智
積
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
大
仏
」

が
地
名
で
あ
っ
た
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
。
豊
臣
氏
の
権
力
が
大
い
に
残
存
し

て
い
た
慶
長
六
、
七
年
ま
で
の
時
点
で
「
大
仏
」
で
塗
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

前
身
建
築
が
豊
臣
氏
の
造
営
に
な
る
建
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
豊
国
廟
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
「
極
楽
門
」
移
築
を
日
記
に
記

し
た
神
龍
院
梵
舜
が
、
「
極
楽
門
」
以
上
に
重
要
と
思
わ
れ
る
建
物
を
移
築
す

る
と
き
に
何
も
記
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
豊
臣
氏
が
造
営

し
た
建
築
全
体
に
範
囲
を
広
げ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

二
、
建
築
彫
刻

二
1
一
宝
厳
寺
唐
門
・
観
音
堂

宝
厳
寺
唐
門
・
観
音
堂
・
渡
廓
の
う
ち
、
唐
門
は
彫
刻
で
充
填
さ
れ
て
い
る

が
、
観
音
堂
は
壁
面
と
欄
間
に
彫
刻
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
、
渡
廓
に

至
っ
て
は
ま
っ
た
く
装
飾
が
な
い
　
（
図
8
）
。

唐
門
は
二
本
の
太
い
本
柱
の
上
に
冠
木
が
通
り
、
そ
の
う
え
に
出
三
斗
を
の

せ
大
虹
梁
を
受
け
て
い
る
。
虹
梁
の
上
に
は
大
き
く
堂
々
と
し
た
暮
股
を
置
く
。

暮
股
の
内
部
は
牡
丹
が
彫
刻
さ
れ
、
そ
の
周
り
は
破
風
下
い
っ
ぱ
い
に
松
に
瑞

鳥
の
彫
刻
が
充
填
さ
れ
て
い
る
　
（
図
9
）
。
正
面
か
ら
見
る
と
唐
破
風
の
部
分

に
兎
毛
通
し
が
な
い
の
で
、
破
風
下
の
彫
刻
が
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
虹

梁
と
冠
木
の
細
長
い
空
間
は
、
松
と
牡
丹
の
な
か
を
飛
び
跳
ね
る
3
匹
の
兎
の

彫
刻
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
冠
木
下
は
両
脇
に
袖
壁
が
あ
り
牡
丹
唐
草
の
彫
刻

が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
中
央
の
桟
唐
戸
に
も
牡
丹
唐
草
が
は
め
込
ま
れ
て
い

る
が
袖
壁
の
も
の
と
は
別
種
の
彫
刻
で
あ
る
。
両
側
面
は
背
面
の
控
柱
と
の
間

に
腰
貫
を
い
れ
金
剛
柵
と
す
る
簡
素
な
も
の
で
あ
る
。
観
音
堂
と
の
接
合
部
分

は
控
柱
と
観
音
堂
の
庇
部
分
の
縁
先
に
立
て
た
柱
と
を
共
有
す
る
形
に
な
っ
て
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い
る
。
控
柱
間
は
虹
梁
型
頭
貫
を
わ
た
し
、
中
央
に
大
瓶
束
を
置
い
て
梁
を
支

え
る
。
そ
の
う
え
に
は
や
は
り
正
面
と
同
じ
暮
股
を
置
き
、
暮
股
内
は
松
と
椿

の
彫
刻
を
い
れ
、
そ
の
周
り
に
は
暮
股
内
と
同
じ
松
、
椿
と
さ
ら
に
瑞
鳥
を
彫

刻
す
る
（
図
1

0
）
。
そ
し
て
、
虹
梁
型
頭
貰
卜
に
は
獅
子
が
彫
刻
さ
れ
た
持
送

り
が
あ
り
、
あ
と
の
一
▲
方
向
に
は
木
鼻
が
つ
い
て
い
る
が
、
観
音
堂
の
縁
先
は

唐
門
に
面
し
て
い
る
側
は
す
べ
て
霧
除
け
の
板
壁
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
木
鼻

の
部
分
は
壁
を
く
り
ぬ
い
て
い
る
。
飾
金
具
は
破
風
板
と
大
虹
梁
、
輪
垂
木
に

つ
い
て
い
る
。

桟
唐
戸
は
▲
枚
の
扉
を
桟
と
梶
で
横
方
向
に
二
つ
、
縦
方
向
に
五
つ
に
分
割

す
る
（
図
日
）
。
横
桟
は
吹
寄
に
な
っ
て
い
て
、
L
か
ら
一
段
目
と
三
段
目
は

細
く
、
最
下
段
の
五
段
目
は
そ
れ
よ
り
や
や
大
き
い
。
二
段
臼
と
四
段
目
の
入

子
板
が
も
っ
と
も
面
積
が
大
き
く
、
伸
び
や
か
で
力
強
い
牡
丹
唐
草
の
彫
刻
を

入
れ
る
。
こ
の
扉
を
よ
く
見
る
と
横
に
二
つ
に
分
割
さ
れ
た
う
ち
吊
元
側
の
幅

が
広
い
。
一
段
目
と
三
段
目
の
細
い
入
子
板
の
彫
刻
を
見
る
と
、
幅
の
広
い
万
、

吊
元
側
で
は
花
を
中
心
に
左
右
対
称
の
図
柄
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
幅
の
狭
い

方
、
手
先
側
で
は
、
向
か
っ
て
右
の
扉
な
ら
左
端
、
向
か
っ
て
左
の
扉
な
ら
右

端
、
す
な
わ
ち
門
の
中
心
側
が
切
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
代
の
天
瑞
寺
寿

塔
覆
堂
や
醍
醐
寺
三
宝
院
唐
門
、
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
、
豊
国
神
社
唐
門
な

ど
で
は
桟
唐
戸
に
は
飾
金
具
を
打
つ
の
が
通
常
で
あ
る
が
宝
厳
寺
唐
門
の
桟
唐

戸
に
は
全
く
無
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
桟
唐
戸
は
移
築
の
際
に
作
り

直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
横
幅
だ
け
で
は
な
く
、
桟
唐

戸
上
部
に
飛
び
出
し
た
桟
に
も
入
子
板
が
は
め
ら
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
り
、
高

さ
も
低
く
変
更
さ
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
こ
の
唐
門
が
立
つ
の
は
斜
面
の
狭

い
場
所
で
あ
り
、
移
築
に
あ
た
り
高
さ
横
幅
と
も
に
縮
小
さ
れ
た
の
に
違
い
な

い
。
横
幅
の
縮
小
は
唐
破
風
が
あ
る
の
で
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
高

さ
は
同
時
代
の
唐
破
風
付
四
脚
門
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
立
ち
が
低
い
。

観
音
堂
は
前
述
し
た
よ
う
に
も
と
あ
っ
た
萱
を
一
部
残
し
て
手
を
加
え
た
と

思
わ
れ
、
唐
門
と
同
じ
慶
長
八
年
に
竣
工
し
て
い
る
。
こ
の
観
音
堂
に
も
身
合

の
外
壁
面
を
中
心
に
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
唐
門
を
入
っ
た
突
き
当
た
り
の

連
子
窓
の
F
と
そ
の
隣
の
壁
面
に
牡
丹
唐
草
の
彫
刻
が
あ
る
。
そ
し
て
反
対
側
、

渡
廓
と
接
続
し
て
い
る
ほ
う
の
側
面
に
は
二
つ
の
連
子
窓
の
下
と
そ
の
横
の
壁

面
の
一
部
に
牡
丹
唐
草
の
彫
刻
が
あ
る
。
内
部
で
は
内
外
陣
境
五
間
の
う
ち
三

間
が
連
子
窓
、
二
間
が
格
子
戸
と
な
っ
て
い
る
が
、
向
か
っ
て
左
か
ら
二
間
目

の
艮
押
上
と
右
端
間
の
長
押
上
に
彫
刻
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
紅
葉
と
牡
丹
に
鹿
、

鳳
風
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
右
端
間
の
連
子
窓
の
下
と
渡
廓
と
接
す
る

側
の
内
壁
に
牡
丹
唐
草
の
彫
刻
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
連
子
窓
の
下
壁
で
は
そ

の
ま
ま
横
長
の
壁
面
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
が
、
床
か
ら
内
法
長
押
ま
で
の
大

き
な
壁
面
で
は
、
桟
と
柩
で
縦
横
に
三
つ
に
分
割
さ
れ
る
。
桟
と
梶
は
面
取
を

し
、
地
色
は
累
に
面
取
部
分
は
朱
を
塗
る
。
こ
の
彩
色
と
面
の
分
割
の
仕
方
は

唐
門
の
桟
唐
戸
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
　
（
図
1
2
）
。
ま
た
こ
れ
ら
壁
面
の
牡

丹
唐
草
の
彫
刻
は
全
て
同
じ
意
匠
で
あ
る
が
、
か
な
り
巧
拙
が
認
め
ら
れ
複
数

の
工
匠
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
形
状
を
無
視
し
て
機
械
的

に
壁
面
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
刻
ま
れ
て
お
り
、
本
来
こ
の
壁
面
の
た
め
の
彫

刻
で
は
な
く
他
の
建
物
の
も
の
を
は
め
込
ん
だ
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
。
唐
門

が
豊
国
廟
か
ら
の
移
築
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
彫
刻
も
豊
国
廟
の
い
ず

れ
か
の
建
物
か
ら
竹
生
島
に
運
ば
れ
た
に
違
い
な
い
。
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ニ
ー
二
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
は
本
来
身
舎
部
分
と
庇

部
分
は
別
々
の
建
物
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
も
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。

身
舎
正
面
の
桟
唐
戸
は
累
漆
塗
で
桟
や
柩
に
は
飾
金
具
を
多
用
し
、
繊
細
で

優
美
な
菊
の
彫
刻
を
は
め
込
む
（
図
1

3
）
。
そ
の
両
脇
間
は
向
か
っ
て
左
が
菊
、

右
側
が
芙
蓉
に
瑞
鳥
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
彫
刻
も
土
坂
か
ら
上
に
伸
び
て
行

く
様
子
は
伸
び
や
か
で
流
麗
で
あ
る
（
図
1
4
、
1
5
）
。
そ
し
て
図
柄
が
途
中
で

切
れ
て
お
ら
ず
、
当
初
よ
り
こ
の
部
分
の
た
め
に
彫
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事

が
わ
か
る
。
た
だ
幕
板
の
彫
刻
は
解
体
修
理
後
も
彫
刻
が
落
下
し
応
急
的
に
適

当
に
は
め
込
ま
れ
た
の
か
、
現
在
は
修
理
工
事
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
身
舎
正
面
壁
面
は
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
彫
刻

で
覆
わ
れ
、
長
押
、
柱
、
万
立
は
す
べ
て
高
台
寺
蒔
絵
と
な
り
飾
金
具
を
う
ち
、

組
物
は
極
彩
色
と
類
を
見
な
い
壮
麗
さ
で
あ
る
。
側
面
と
背
面
も
同
様
に
両
端

間
壁
面
に
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
庇
部
分
に
も
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
正
面
長
押
し
の
琵
琶
板
と
左

右
の
脇
羽
目
板
、
そ
し
て
、
正
面
を
除
い
て
三
方
を
板
壁
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
両
側
面
の
前
三
間
の
長
押
下
板
壁
と
四
間
す
べ
て
の
琵
琶
板
に
彫
刻
が
は

め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
観
音
堂
の
彫
刻
と
同
じ
く
切
り
あ
わ
せ

て
は
め
込
ん
で
あ
る
の
で
、
元
来
こ
の
庇
部
分
の
建
築
に
合
わ
せ
て
作
っ
た
の

で
は
な
く
後
か
ら
は
め
込
ん
だ
こ
と
が
一
見
し
て
わ
か
る
。
背
面
は
壁
面
に
彫

刻
を
は
め
込
ん
で
お
ら
ず
、
五
間
と
も
中
備
の
暮
股
だ
け
で
あ
る
。
両
端
二
つ

は
内
部
の
彫
刻
が
欠
失
し
て
い
る
が
、
残
り
三
つ
は
牡
丹
に
獅
子
、
雲
に
鏡
、

月
に
雲
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
い
か
に
も
室
町
時
代
ら
し
い
彫
刻
で
あ
り
、
こ

の
暮
股
と
正
面
二
箇
所
の
木
鼻
と
向
拝
の
手
挟
は
永
禄
十
年
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。

本
論
の
主
題
で
あ
る
正
面
両
脇
に
あ
る
脇
羽
目
彫
刻
は
、
大
き
な
牡
丹
と
渦

を
巻
く
唐
草
を
自
由
奔
放
に
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
そ
の
大
胆
な
意
匠
は
他
の

建
築
彫
刻
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
彫
り
は
鋭
く
確
か

で
、
相
当
高
度
な
技
術
を
持
っ
た
⊥
匠
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
意

匠
の
素
晴
し
さ
と
相
ま
っ
て
の
ぴ
や
か
で
律
動
感
の
あ
る
彫
刻
と
な
っ
て
お

り
、
桃
山
建
築
彫
刻
の
最
高
傑
作
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
残
念
な
が
ら

こ
の
場
所
に
は
め
込
ま
れ
る
際
に
上
部
と
左
右
が
切
断
さ
れ
た
よ
う
で
、
本
来

は
も
う
少
し
大
き
な
彫
刻
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ
牡
丹
唐
草
は

庇
板
壁
の
向
か
っ
て
左
の
側
面
前
一
間
目
と
琵
琶
板
左
右
各
円
間
、
さ
ら
に
正

面
向
か
っ
て
一
番
右
側
の
庇
琵
琶
板
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
が
、
琵
琶
板
で
は

大
き
い
彫
刻
を
小
さ
い
部
分
に
は
め
込
む
た
め
に
彫
刻
が
何
の
配
慮
も
な
く
切

ら
れ
て
い
る
。
残
り
の
正
面
庇
脇
羽
目
卜
部
の
小
壁
と
側
面
庇
板
壁
の
残
り
五

面
に
も
牡
丹
唐
草
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
脇
羽
目
の
牡
丹
唐
草
と

は
少
し
異
な
り
、
よ
く
み
る
と
宝
厳
寺
観
音
堂
の
壁
面
の
牡
丹
唐
草
と
同
じ
図

柄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
1

6
）
。
庇
部
分
の
正
面
に
あ
る
丸
彫
り
の
牡
丹

と
籠
彫
り
の
菊
の
木
鼻
が
宝
厳
寺
唐
門
と
観
音
堂
の
境
に
あ
る
木
鼻
と
酷
似
し

て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
る
と
（
図
1
7
、
1
8
）
、
宝
厳
寺
観
音
堂
と
都
久
夫
須
麻

神
社
本
殿
の
庇
部
分
の
彫
刻
は
同
じ
建
物
か
ら
運
ん
で
き
た
の
は
間
違
い
な

い
。
と
い
う
こ
と
は
、
庇
部
分
の
彫
刻
も
元
は
豊
国
廟
の
い
ず
れ
か
の
建
物
を

飾
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
正
面
琵
琶
板
に
は
瑞
鳥
の
彫
刻
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
う
ま
く
琵
琶
板
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
烏
の
尾
や
菊

の
花
が
途
中
で
切
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
や
は
り
こ
れ
ら
も
あ
と
か
ら
は
め

込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
図
1
9
）
。
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こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
の
身
舎
部
分
の
前
身
建

築
と
庇
部
分
の
彫
刻
は
切
り
離
し
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
身
舎
部
分
の
彫
刻
は
慶
長
七
年
に
移
築
さ
れ
た
時
に
は
既
に
壁

面
を
飾
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
造
営
当
初
よ
り
身
合
に
付
属
し
た
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
庇
部
分
の
彫
刻
は
慶
長
八
年
に
豊
国
廟
か
ら
唐
門
を
移
築
し

た
と
き
に
、
観
音
堂
と
共
に
は
め
込
ま
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
で
は
脇
羽
目

彫
刻
は
具
体
的
に
は
豊
国
廟
の
ど
の
部
分
の
建
築
彫
刻
で
あ
っ
た
の
か
、
次
章

で
検
討
し
た
い
。

三
、
脇
羽
目
彫
刻
に
つ
い
て

三
－
一
絵
画
資
料
の
検
討

豊
国
廟
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
第
一
章
で
「
神
門
」
に
つ
い
て
検
討
し
た

時
に
述
べ
た
よ
う
に
、
豊
国
神
社
蔵
と
徳
川
黎
明
会
蔵
の
ふ
た
つ
の
「
豊
国
祭

礼
図
」
、
い
く
つ
か
の
「
洛
中
洛
外
図
」
、
さ
ら
に
「
東
山
名
所
図
」
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
絵
画
史
料
は
建
物
を
画
面
に
収
ま
る
よ
う
に
規
模
を
変
え

た
り
、
位
置
を
ず
ら
し
た
り
、
省
い
た
り
と
必
ず
し
も
あ
り
の
ま
ま
で
は
な
い

し
、
粉
本
使
用
の
問
題
も
あ
り
、
決
し
て
第
一
次
史
料
と
は
な
り
え
な
い
が
、

豊
国
廟
が
現
存
し
て
い
な
い
以
上
、
同
時
代
の
記
録
と
し
て
非
常
に
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
主
な
作
品
何
点
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

豊
国
神
社
蔵
「
豊
国
祭
礼
図
」
（
狩
野
内
膳
筆
）
　
（
国
璽

慶
長
十
一
年
に
完
成
し
た
も
の
で
、
慶
長
九
年
の
豊
国
大
明
神
臨
時
祭
礼
の

記
録
画
的
性
格
を
も
ち
、
こ
の
時
点
で
の
豊
国
廟
を
比
較
的
忠
実
に
再
現
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
番
西
側
、
築
地
に
西
大
門
と
で
も
言
う
ベ

き
惣
門
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
維
新
前
に
は
蓮
華
王
院
西
大
門
で
あ
っ
た
現
在

の
教
［
護
国
寺
南
大
門
に
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
お
り
、
三
間
」
戸
の
八
脚
門
で

切
妻
造
、
頭
貫
と
内
法
貫
間
に
暮
股
を
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
入
る
と
楼
門
が

あ
る
。
こ
の
楼
門
は
東
側
に
鳥
居
が
あ
る
こ
と
か
ら
　
『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長

五
年
五
月
十
二
日
の
条
に
、

豊
国
明
神
ノ
鳥
井
ノ
酉
こ
、
甘
間
斗
ノ
二
階
門
建
立
、
大
坂
極
楽
橋
ヲ
被

引
了
、
二
階
ノ
垂
木
少
々
出
来
了
、
中
間
ノ
二
階
ハ
猶
自
余
ヨ
リ
モ
高
キ

也
、
柱
以
下
悉
蒔
絵
也
、
下
ノ
重
円
柱
悉
黒
漆
也
、
結
構
驚
臼
耳
、

と
あ
る
大
坂
城
内
の
極
楽
橋
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
祭
礼
図
で
は
丹
塗
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
楼
門
を
通
っ
て
進
む
と
左
手
に

は
多
宝
塔
が
見
え
る
。
こ
れ
は
『
愚
子
見
記
』
　
の
「
一
、
多
宝
塔
一
基
　
神
子

屋
　
馬
屋
　
是
楼
門
下
二
有
」
に
合
致
す
る
。
さ
ら
に
参
道
を
東
に
進
む
と
廻

廊
が
広
が
り
中
央
に
は
楼
門
が
建
つ
。
そ
の
廻
廊
で
区
画
さ
れ
た
境
内
に
は
さ

ら
に
透
塀
で
区
画
さ
れ
た
区
域
が
あ
り
そ
の
中
に
は
権
現
造
の
本
殿
と
拝
殿
が

あ
る
。
楼
門
と
本
殿
を
結
ぶ
中
心
線
上
に
は
、
手
前
よ
り
、
楼
門
、
舞
殿
、
平

唐
門
、
拝
殿
・
石
の
間
・
本
殿
が
あ
る
。
舞
殿
は
三
間
四
方
の
吹
き
放
し
の
社

殿
で
、
高
欄
付
、
軒
唐
破
風
も
つ
い
て
い
る
。
左
右
に
は
鼓
楼
と
鐘
楼
が
あ
り
、

そ
の
他
二
つ
の
社
殿
が
見
え
る
。
透
塀
の
中
の
本
殿
と
拝
殿
と
も
に
入
母
屋
造

で
、
拝
殿
に
は
千
鳥
破
風
が
つ
く
。
本
殿
は
桁
行
七
間
、
梁
間
四
間
、
石
の
間

は
桁
行
三
間
、
梁
間
不
明
、
拝
殿
は
桁
行
七
間
、
梁
間
三
間
で
向
拝
が
三
間
と

工
の
字
型
に
な
っ
て
い
て
、
『
匠
明
』
　
の
図
面
（
図
2
1
）
と
は
異
な
る
。
『
愚
子

見
記
』
と
は
本
殿
の
桁
行
こ
そ
異
な
る
が
、
そ
れ
以
外
は
同
一
で
あ
る
。
拝
殿

に
は
縁
が
廻
っ
て
お
り
、
向
か
っ
て
左
側
に
は
御
供
廓
が
あ
り
御
供
所
へ
と
続

く
。
な
お
透
塀
は
本
殿
妻
側
に
接
続
し
て
い
て
、
内
庭
が
社
殿
を
取
り
囲
む
よ
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う
に
な
っ
て
い
な
い
。
豊
国
廟
の
規
模
や
建
物
の
配
置
は
か
な
り
正
確
に
措
か

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
全
景
を
描
こ
う
と
す
る
余
り
細
部
に
は
手
が
廻
っ

て
い
な
い
感
が
あ
る
。

徳
川
黎
明
会
蔵
「
豊
国
祭
礼
図
」
　
（
図
2
2
）

慶
長
後
半
期
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
豊
国
廟
は
単
な
る
背
景
の
一
つ

に
追
い
や
ら
れ
て
い
て
、
判
明
す
る
限
り
で
景
観
を
述
べ
る
と
、
八
脚
門
の
惣

門
は
見
当
た
ら
ず
、
極
楽
門
を
移
築
し
た
楼
門
が
あ
り
、
鳥
居
は
な
い
が
左
手

に
は
多
宝
塔
が
見
え
る
。
さ
ら
に
東
に
進
む
と
や
は
り
廻
廊
と
楼
門
が
あ
る
。

楼
門
を
入
る
と
、
三
間
四
方
の
吹
き
放
し
の
舞
殿
が
あ
り
、
左
右
に
は
鼓
楼
と

鐘
楼
が
あ
る
。
向
か
っ
て
左
奥
に
は
御
供
所
と
御
供
廓
が
あ
り
、
右
手
前
に
は

社
殿
が
一
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
は
豊
国
神
社
本
と
同
じ
だ
が
、
右
奥
に
あ
る
社
殿

ら
し
き
も
の
が
あ
る
の
は
異
な
る
。
慶
長
十
一
年
に
描
か
れ
た
豊
国
神
社
本
に

は
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
慶
長
十
八
年
に
完
成
す
る
護
摩
所
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
『
愚
子
見
記
』
　
に
も
護
摩
所
は
本
社
の
南
に
位
置
す
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
透
塀
に
囲
ま
れ
た
中
に
は
本
殿
は
見
え
ず
か
ろ
う
じ
て
拝
殿
の
向
拝

ま
で
だ
け
が
見
え
る
が
、
門
は
平
唐
門
、
向
拝
は
三
間
で
あ
る
。

東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
洛
中
洛
外
図
」
　
（
舟
木
家
旧
蔵
本
）
　
（
図
2
3
）

京
の
景
観
描
写
よ
り
も
時
勢
の
情
景
描
写
に
力
点
が
お
か
れ
、
動
的
な
迫
力

を
持
っ
た
作
品
で
あ
り
、
制
作
時
期
は
元
和
二
、
三
年
こ
ろ
と
見
ら
れ
て
い
り
句

左
隻
の
中
央
に
∴
条
城
、
右
隻
の
中
央
に
万
広
寺
と
、
徳
川
氏
と
豊
臣
氏
を
象

徴
す
る
建
築
物
を
大
き
く
描
く
た
め
周
囲
の
も
の
は
大
き
く
歪
曲
さ
れ
て
し
ま

う
。
豊
国
廟
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
こ
で
も
や
は
り
惣
門
は
見
え
な
い
が
、
二

つ
の
楼
門
は
あ
る
。
ま
た
鳥
居
も
描
か
れ
る
が
多
宝
塔
は
な
い
。
廻
廓
の
中
は

高
欄
付
の
吹
き
放
し
の
舞
殿
は
あ
る
が
、
鐘
楼
、
鼓
楼
は
な
く
右
手
前
に
は
一
一

つ
の
社
殿
が
描
か
れ
る
。
平
唐
門
を
通
っ
て
透
塀
の
中
に
入
る
と
千
鳥
破
風
の

つ
い
た
入
母
屋
造
の
拝
殿
が
あ
る
が
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
、
向
拝
一
間
と
小

さ
い
も
の
に
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
小
さ
く
描
か
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
石
の
間
は
桁
行
一
間
、
梁
間
不
明
、
本
殿
は

桁
行
五
間
、
梁
間
不
明
で
や
は
り
工
の
字
型
で
あ
る
。
周
囲
に
は
縁
が
廻
り
、

社
殿
は
黒
漆
塗
で
、
屋
根
に
は
金
箔
瓦
が
使
わ
れ
て
い
る
。
本
社
の
細
部
を
見

る
と
、
拝
殿
は
軒
唐
破
風
と
千
鳥
破
風
が
つ
き
、
軒
唐
破
風
卜
は
彫
刻
で
充
填

さ
れ
、
向
拝
の
虹
梁
型
頭
貫
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
木
鼻
も
見
え
る
。
ま
た
拝
殿

本
殿
と
も
に
妻
組
は
二
重
虹
梁
太
瓶
束
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
豊
臣
秀
頼
造
営
寺

社
を
中
心
と
し
て
慶
長
年
間
に
畿
内
で
多
く
見
ら
れ
る
建
築
的
特
徴
で
あ
り
、

舟
木
家
旧
蔵
本
「
洛
中
洛
外
図
」
　
が
実
は
建
築
細
部
を
し
っ
か
り
と
描
い
て
い

る
事
が
わ
か
奄
そ
し
て
拝
殿
の
横
に
透
塀
が
描
か
れ
る
が
、
腰
長
押
が
廻
り
、

腰
長
押
の
上
は
連
子
窓
、
腰
長
押
の
下
に
は
大
ぶ
り
の
牡
丹
唐
草
の
彫
刻
が
は

め
込
ま
れ
て
い
る
　
（
図
2
4
）
。
建
物
か
ら
類
推
す
る
と
そ
の
牡
丹
の
花
の
大
き

さ
は
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
庇
部
分
の
脇
羽
目
彫
刻
の
そ
れ
に
匹
敵
し
、
ま
さ

に
脇
羽
目
彫
刻
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

岡
山
美
術
館
蔵
「
洛
中
洛
外
図
」
　
（
図
2
5
）

制
作
年
代
は
や
は
り
元
和
三
、
四
年
頃
で
あ
る
と
い
う
。
惣
門
や
鳥
屠
な
ど

は
金
雲
で
見
え
な
い
が
、
廻
廓
で
囲
ま
れ
た
中
に
楼
門
を
通
っ
て
は
い
る
と
、

や
は
り
ま
ず
吹
放
し
の
舞
殿
が
あ
り
、
そ
の
左
右
に
鐘
楼
と
鼓
楼
、
さ
ら
に
二

つ
の
社
殿
が
あ
る
。
平
唐
門
を
通
っ
て
透
塀
の
中
に
は
い
る
と
工
の
字
型
の
本

殿
・
拝
殿
・
石
の
間
が
あ
り
、
石
の
間
あ
た
り
か
ら
回
っ
て
い
る
透
塀
の
途
中

に
神
供
所
と
弊
殿
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
廻
廊
の
外
に
も
い
く
つ
か
の
社

殿
が
描
か
れ
て
い
る
し
、
多
宝
塔
も
み
え
る
。
建
物
の
構
成
や
配
置
は
し
っ
か
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り
と
描
か
れ
て
い
る
が
、
建
物
の
細
部
に
は
余
り
関
心
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

勝
興
寺
蔵
「
洛
中
洛
外
図
」
　
（
図
空

制
作
年
代
は
慶
長
末
年
か
ら
元
和
初
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
豊
国
廟
に
限

ら
ず
建
物
は
簡
潔
に
描
か
れ
て
い
る
。
豊
国
廟
も
惣
門
こ
そ
描
か
れ
る
が
、
廻

廓
ま
で
の
参
道
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
楼
門
を
入
る
と
吹
放
し
の
舞

殿
が
あ
り
、
左
右
に
鼓
楼
と
鐘
楼
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
そ
ば
に

は
一
棟
ず
つ
社
殿
が
あ
る
。
さ
ら
に
徳
川
黎
明
会
本
「
豊
国
祭
礼
図
」
と
同
じ

よ
う
に
右
奥
に
護
摩
所
が
描
か
れ
る
。
透
塀
の
中
に
は
い
る
と
、
権
現
造
り
の

社
殿
が
あ
り
、
拝
殿
と
本
殿
は
同
じ
桁
行
に
見
え
る
。
透
塀
は
や
は
り
本
殿
に

接
続
し
て
い
て
神
供
所
に
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
建
物
は
簡
略
に
描
か
れ
て
い

る
。

個
人
蔵
「
東
山
名
所
図
」
　
（
図
2
7
）

六
曲
一
双
で
左
隻
に
は
右
上
に
清
水
寺
が
あ
り
、
斜
め
左
下
へ
門
前
町
を
連

ね
さ
ら
に
左
へ
祇
園
社
を
配
す
る
。
右
隻
に
は
左
上
に
豊
国
廟
社
殿
を
据
え
右

下
方
に
向
か
っ
て
鳥
居
や
楼
門
や
惣
門
を
連
ね
、
そ
の
左
右
に
大
仏
殿
や
三
十

三
間
堂
の
一
部
を
配
す
る
。
豊
国
廟
の
社
殿
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
描
か
れ
て
い

る
も
の
は
他
に
は
な
い
。
こ
こ
で
も
他
の
絵
画
史
料
と
同
じ
く
廻
廊
が
廻
り
正

面
に
は
楼
門
が
つ
く
。
楼
門
を
入
る
と
正
面
に
は
高
欄
つ
き
の
吹
放
し
の
舞
殿

が
あ
り
、
そ
の
左
右
に
は
鼓
楼
と
鐘
楼
が
あ
る
。
他
に
二
つ
ほ
ど
社
殿
が
あ
る
。

舞
殿
の
正
面
に
は
平
唐
門
が
あ
り
透
塀
が
権
現
造
の
本
殿
を
取
り
囲
ん
で
い

る
。
も
っ
と
も
、
二
つ
の
楼
門
が
二
重
門
に
描
か
れ
た
り
、
舞
殿
が
柱
間
の
か

な
り
広
い
一
間
四
方
に
描
か
れ
て
い
た
り
と
建
築
的
に
は
や
や
正
確
さ
を
欠

く
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
社
殿
や
透
塀
の
彫
刻
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
透
塀
の
腰
長
押
下
に
描
か
れ
た
彫
刻
は
、
ま
さ
に
都

久
夫
須
麻
神
社
本
殿
庇
部
分
の
正
面
両
脇
の
脇
羽
目
彫
刻
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も

の
で
、
大
振
り
の
花
に
大
胆
な
唐
草
を
配
し
て
い
る
　
（
図
挙
。

以
上
、
絵
画
史
料
の
検
討
の
結
果
、
少
し
位
置
が
異
な
る
も
の
の
舟
木
家
旧

蔵
本
「
洛
中
洛
外
図
」
と
個
人
蔵
「
東
山
名
所
図
」
に
お
い
て
、
豊
国
廟
の
透

塀
に
大
ぶ
り
の
牡
丹
唐
草
の
彫
刻
が
認
め
ら
れ
る
。

三
－
二
　
　
『
舜
旧
記
』
　
の
検
討

豊
国
廟
に
関
す
る
文
書
史
料
が
全
く
残
っ
て
い
な
い
現
在
、
絵
画
史
料
と
と

も
に
　
『
舜
旧
記
』
　
の
豊
国
廟
に
関
す
る
記
述
は
断
片
的
で
あ
っ
て
も
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
う
一
度
　
『
舜
旧
記
』
　
を
検
討
し
た
い
。

『
舜
旧
記
』
　
に
よ
る
と
　
「
極
楽
門
」
を
移
築
の
た
め
に
壊
し
始
め
る
の
は
、

慶
長
七
年
六
月
十
一
日
で
あ
る
。
同
年
五
月
二
十
六
日
に
は
鍛
治
三
石
衛
門
に

「
廻
廊
」
　
の
釘
料
を
払
い
、
七
月
二
十
六
日
に
は
瓦
師
甚
三
郎
に
瓦
の
修
理
を

申
し
つ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
八
月
十
五
日
に
は
「
次
廻
廊
普
請
己
下
相
済
了
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
唐
門
を
移
築
す
る
の
と
相
前
後
し
て
廻

廊
に
も
手
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
瓦
屋
根
で
あ

り
、
い
ず
れ
の
絵
画
史
料
に
も
楼
門
か
ら
延
び
る
廻
廓
は
瓦
茸
、
唐
門
に
接
続

す
る
透
塀
は
桧
皮
も
し
く
は
柿
茸
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
字
通

り
廻
廓
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
『
舜
旧
記
』
　
に
よ
る
と
慶
長
十
年

に
「
新
廻
廊
」
　
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
旧
「
廻
廊
」
は
八
月
に
は
壊
し

始
め
た
と
見
え
、
「
廻
廊
之
コ
ケ
ラ
」
が
吉
田
兼
見
に
二
七
〇
束
と
梵
舜
へ
五

〇
束
下
さ
れ
て
い
る
。
十
二
月
八
日
に
は
材
木
屋
に
材
木
料
と
し
て
百
石
が
渡

さ
れ
、
十
四
日
に
は
さ
ら
に
五
十
石
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
年
が
明
け
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て
慶
長
十
一
年
六
月
十
八
日
か
ら
大
工
藤
右
衛
門
が
作
事
に
当
た
る
こ
と
に
な

り
、
七
月
二
十
六
日
に
は
立
柱
、
八
月
十
六
日
に
竣
t
す
る
。
二
〇
日
ほ
ど
で

工
事
は
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
全
く
の
新
築
と
い
う
よ
り
一
部
分
の
改
築
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
後
藤
右
衛
門
は
作
料
と
し
て
三
十
五
石
受
け
取
っ
て
い
る
の
だ

が
、
同
年
十
二
月
▲
▲
十
八
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

豊
国
越
、
大
王
善
右
衛
門
二
新
廻
廊
之
ホ
リ
物
料
、
垂
而
ノ
一
石
九
斗
遣
也
、

少
な
く
と
も
慶
艮
十
．
■
年
に
新
築
さ
れ
た
　
「
廻
廊
」
　
に
は
彫
刻
が
施
さ
れ
て
お

り
、
お
そ
ら
く
旧
「
廻
廊
」
　
に
も
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
し

て
こ
の
旧
「
廻
廊
」
　
は
柿
茸
で
あ
る
の
で
、
先
の
楼
門
に
接
続
す
る
廻
廊
で
は

な
い
。
前
章
で
検
討
し
た
絵
画
史
料
で
も
、
楼
門
か
ら
続
く
廻
廓
に
は
何
も
彫

刻
さ
れ
て
い
な
い
し
、
当
時
、
秀
頼
が
造
営
し
た
他
の
寺
社
の
廻
廓
に
は
彫
刻

を
施
し
た
も
の
は
一
棟
も
な
い
。
梵
舜
が
慶
長
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
記

す
「
廻
廊
」
と
は
　
「
透
塀
」
だ
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
絵
画
史
料
と
　
『
舜
旧
記
』
　
を
検
討
し
た
結
果
、
都
久
夫
須
麻
神
社
本

殿
脇
羽
目
彫
刻
は
、
豊
国
廟
の
透
塀
に
施
さ
れ
て
い
た
彫
刻
で
あ
る
と
結
論
付

け
る
事
が
出
来
よ
う
。
と
す
る
と
、
こ
の
脇
羽
目
彫
刻
は
慶
長
四
年
に
作
ら
れ

た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
慶
長
三
年
に
秀
吉
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
醍

醐
寺
三
宝
院
唐
門
の
菊
と
桐
の
彫
刻
と
と
も
に
、
桃
山
初
期
建
築
彫
刻
の
気
宇

の
大
き
さ
を
表
す
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

『
匠
明
』
　
に
は
父
の
平
内
吉
政
が
作
っ
た
と
し
て
豊
国
廟
の
図
面
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
柱
の
太
さ
や
組
物
を
解
説
し
た
あ
と
に

…
．
同
惣
コ
カ
ベ
ア
イ
、
又
ハ
木
端
　
（
鼻
）
、
何
モ
惣
彫
物
二
致
候
也
、

此
図
ハ
山
州
東
山
豊
国
大
明
神
。

と
記
さ
れ
、
豊
国
廟
の
社
殿
が
如
何
に
彫
刻
で
荘
厳
さ
れ
て
い
た
か
が
伺
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
脇
羽
目
彫
刻
は
、
慶
長
四
年
の
時
点

で
当
代
口
軍
尚
の
華
や
か
さ
を
持
っ
て
い
た
豊
国
廟
の
遺
構
と
し
て
十
分
ふ
さ
わ

し
く
、
宝
厳
寺
唐
門
彫
刻
と
と
も
に
桃
山
美
術
の
水
準
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
本
稿
で
は
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
身
舎
部
の
前
身
建
築
に
つ
い
て
は
考

察
し
な
か
っ
た
が
、
墨
書
の
　
「
大
仏
」
を
方
広
寺
と
は
せ
ず
「
大
仏
職
人
」
た

ち
が
集
住
し
て
い
た
場
所
と
考
え
る
と
対
象
と
な
り
え
る
建
築
は
非
常
に
多

く
、
文
献
等
の
手
が
か
り
が
全
く
残
っ
て
い
な
い
状
況
で
は
、
現
存
す
る
建
築

だ
け
か
ら
推
定
す
る
し
か
な
い
。
建
築
の
形
式
か
ら
霊
廟
∵
‥
丁
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
灰
野
氏
に
よ
っ
て
　
「
（
柱
の
蒔
絵
の
）
　
こ
の
焼
け
は
尋
常
な
も

の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
こ
の
建
物
が
火
災
等
に
よ
る
高
熱
が
あ
て
ら
れ
た
も

の
と
も
推
測
で
き
な
く
は
な
い
」
と
い
う
興
味
深
い
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
ち

こ
こ
で
は
、
火
災
か
ら
の
推
測
と
し
て
、
慶
長
▲
五
年
の
関
が
原
の
戦
い
で
全
焼

し
た
伏
見
城
、
建
築
彫
刻
か
ら
の
推
測
と
し
て
、
慶
長
九
年
か
ら
十
一
年
に
か

け
て
高
台
寺
に
移
築
さ
れ
た
康
徳
寺
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
て
お
き
、
詳
し
く
は

次
稿
で
検
討
し
た
い
。
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註（
1
）
慶
長
七
年
の
棟
札
が
現
存
し
て
い
る
。
（
表
面
）雨

森
長
介

大
野
木
五
左
衛
門
　
慶
長
七
年
壬
　
年

御
弁
才
天
建
立
　
御
奉
行
片
桐
市
正
　
大
昔
市
左
衛
門

西
村
活
左
衛
門
　
　
九
月
六
日

（
裏
面
）記

載
な
し

（
2
）
滋
賀
県
国
宝
修
理
都
久
布
須
麻
神
社
境
内
出
張
所
『
国
宝
郁
久
布
須
麻
神
社
本
殿
修
理
工

事
報
告
書
』
一
九
三
七
年

（
3
）
冒
本
建
築
史
基
礎
資
料
集
成
　
社
殿
Ⅲ
』
中
央
公
論
美
術
出
版

（
4
二
見
都
国
立
博
物
館
『
学
叢
』
第
▲
二
▲
専
　
所
収
一
九
八
一
“
年

一
九
八
一
年

（
5
）
　
（
表
面
）

恭
惟
法
華
独
王
頂
上
龍
宝
神
最
勝
弁
才
天
如
意
宝
珠
王
者
、
天
地
開
聞
之
大
始
稟
受
正

体
、
陰
陽
道
化
之
最
初
顕
示
霊
情
、
（
中
略
）
雑
然
与
塵
往
々
経
星
霜
、
殿
閣
之
梁
柱
、

推
朽
傾
斜
於
越
内
大
臣
豊
臣
朝
臣
秀
頼
公
、
辱
有
再
興
之
貴
命
、
片
桐
東
市
正
欽
奉
旅
、

届
公
廉
不
惜
金
銀
、
排
官
庫
依
運
梁
粟
、
一
島
伽
藍
、
居
諸
不
撃
修
営
華
美
、
（
後
略
）

片
桐
東
市
正

慶
長
八
季
突
卯
六
月
如
意
珠
日

且
元
　
（
花
押
）

（
裏
面
）大

工
権
守

小
工
但
馬
守

奉
行雨

森
長
介
　
（
花
押
）

（
6
）
平
内
政
信
著
、
慶
長
一
三
年
二
六
〇
八
）
頃
成
立
（
太
田
博
太
郎
監
修
・
伊
藤
要
太
郎

校
訂
『
匠
明
』
鹿
島
出
版
会
一
九
七
一
年
）

（
7
）
今
奥
政
隆
著
、
寛
文
一
一
年
（
二
ハ
七
一
）
～
貞
享
元
年
（
二
ハ
八
四
）
成
立
（
復
刻
版

井
上
書
店
一
■
九
八
九
年
）

（
8
）
監
修
‥
大
円
博
太
郎
、
校
注
‥
内
藤
昌
『
注
釈
愚
子
見
記
』
井
上
書
店
▲
九
八
八
年

（
9
）
武
田
恒
夫
「
豊
国
祭
礼
図
の
特
質
と
展
開
」
（
『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
二
二
巻
風
俗
画

－
祭
礼
・
歌
舞
伎
講
談
社
一
九
七
八
年
）

（
10
）
前
掲
註
（
2
）

（
1
1
）
そ
の
他
、
様
々
な
概
説
書
等
に
こ
の
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
の
前
身
建
築
に
つ
い
て
推
測

し
た
記
述
が
あ
る
の
で
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
稲
垣
栄
二
▲
■
『
原
色
日
本
の
美

術
一
六
神
社
と
霊
廟
』
（
小
学
館
一
九
L
■
ハ
八
年
）
で
は
豊
国
廟
の
可
能
性
が
あ
る
と

す
る
〇
武
田
恒
夫
編
『
桃
山
の
美
術
』
（
岩
波
書
店
一
九
九
二
年
）
で
は
豊
国
廟
の
建

物
と
断
定
し
、
「
少
し
あ
と
に
内
裏
や
一
姦
城
中
に
建
て
ら
れ
た
庭
園
建
築
に
よ
く
似
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
豊
国
廟
の
庭
園
に
あ
っ
た
御
亭
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」

（
平
井
聖
）
と
す
る
。
辻
惟
雄
『
岩
波
日
本
美
術
の
流
れ
七
日
本
美
術
の
見
方
』
（
岩

波
書
店
一
九
九
〇
年
）
で
は
豊
国
顧
か
ら
の
移
築
と
断
定
す
る
。
平
井
聖
『
円
本
の
美

術
N
o
．
N
0
0
桃
山
建
築
』
重
文
堂
一
九
八
▲
■
一
年
）
で
は
豊
国
廟
か
ら
移
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
と
し
、
伊
藤
延
男
『
日
本
の
美
術
N
〇
．
N
余
日
本
建
築
の
装
飾
』
で
は
豊
国
廟

の
遺
材
を
う
つ
し
て
内
陣
と
し
た
と
す
る
。
村
上
訊
J
『
日
本
の
美
術
N
。
・
N
誤
霊
廟
建

築
』
（
至
文
堂
一
九
九
〇
年
）
で
も
「
豊
国
廟
の
建
築
を
移
築
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
」
と
す
る
。

（
誓
横
田
冬
彦
「
近
世
都
市
と
職
人
集
団
」
（
『
日
本
都
市
史
入
門
Ⅲ
人
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
九
〇
年
）

（
誓
慶
長
四
年
の
園
城
寺
金
堂
の
墨
書
に
は
方
広
寺
は
「
大
仏
」
で
は
な
く
「
大
仏
殿
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
『
禁
中
女
御
様
御
作
事
仕
大
工
目
数
寄
帳
』
元
和
五
年
成
立
、
「
大
仏
・
東
福
寺
・
伏
見
・

山
城
」
「
立
田
・
吉
田
・
勢
野
・
片
岡
・
箸
尾
・
松
等
・
市
本
・
窪
田
」
は
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
、
「
奈
良
・
郡
山
・
西
京
・
矢
田
」
は
天
理
図
書
館
蔵

（
ほ
）
吉
田
純
一
『
京
大
工
頭
中
井
配
下
の
棟
梁
層
の
形
成
過
程
と
組
織
化
に
関
す
る
研
究
』
私

家
版
一
九
八
五
年

（
1
6
）
全
七
巻
、
享
保
三
年
以
降
に
完
成
（
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
1
上
・
下
巻
－
』
清

文
堂
出
版
一
九
七
三
年
）
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（
1
7
）
第
一
．
巻
「
六
卜
二
」
洛
中
地
√
之
事
（
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
－
1
上
巻
－
よ
清
文

堂
出
版
一
九
七
三
年
）

（
1
8
）
第
六
巻
「
し
ハ
」
諸
職
人
之
事
（
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
1
卜
巻
－
』
清
文
堂
出
版

一
九
七
三
年
）

（
19）
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
・
1
・
上
巻
－
』
第
一
巻
「
十
二
清
文
堂
出
版
一
九
七
三

年（
2
0
）
正
面
破
風
下
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
が
、
か
な
り
巧
拙
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。

（
2
1
）
宝
厳
寺
唐
門
は
他
の
向
唐
門
と
比
較
す
る
と
破
格
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
（
表

1
）
。
同
程
度
の
規
模
の
同
時
代
の
門
と
し
て
は
四
脚
門
に
な
る
（
表
2
）
。
特
に
軒
唐
破

風
付
で
あ
る
と
雰
囲
気
も
似
る
。

名　　　 称 年 号 西 暦 桁 行 梁 間

宝 厳 寺 唐 門 慶長 8 1603 3．345 6．10 2

那 谷 寺 本 堂 唐 門 慶長 2 1597 1．455 2．12 1

園城 寺 唐 院 唐 門 慶長 3 1598 2．23 5 0．9 50

賀 茂 御 祖 神 社 西 暦 門 寛 永 5 1628 2，33 3 1．2 4 2

日光 東 照 宮 正 面 唐 門 寛 永 13 1636 3．030 1．8 80

建 長 寺 唐 門 寛永 5 1628 4．092 2．364

輪 王 寺 大 猷 院 礼 廟唐 門 承応 2 1653 3．09 1 2．18 2

賀 茂 神 社 唐 門 江 上胡寺代 3．020 2．150

名称 年号 西 暦 桁行 梁間 尾 根形 式

法華寺 南 門 慶 長 6 160 1 4．55 2 3．66 7 切 妻

葛一杵寺門脚 門 慶 長 6 160 1 4．53 9 3．72 切 妻

西宮神 社表 入 門 慶 長 9 160 4 5．89 4 4．66 7 切 妻

1－‾L肯 大社南 門 慶 長11 1 60 6 4．52 6 3．55 5 切 妻

北 野 天満宮 中 門 慶 長12 160 7 4．84 8 4．97 0 人位屋 軒唐 破風

北 野天 満宮 慶 長12 160 7 5，18 3 4．34 6 切妻

瑞 巌寺 中 門 慶 長14 1 60 9 3．94 4 3．63 8 切妻

人徳寺 勅使 門 慶 長18 1 6 13 6．25 0 5．90 0 切妻 軒唐 破風

南禅寺 勅使 門 慶 長18 1 6 13 5．90 9 4．84 8 切妻

人徳 ‾、f 唐 門 桃 山時代 4．90 9 3．63 6 切妻 軒唐 破風

豊 国神 社唐 門 桃 山時代 6．00 0 5．418 入 母屋 軒唐 破風

本願 寺唐門 桃 山時代 5．37 3 4．44 2 入母屋 軒唐 破風

（
2
2
）
現
在
は
九
面
に
分
割
さ
れ
た
う
ち
▲
面
の
み
に
彫
刻
を
残
す
外
陣
内
部
壁
面
と
渡
廊
側
外

壁
面
の
残
り
の
部
分
に
も
同
様
の
彫
刻
が
は
め
込
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
2
3
）
修
理
t
事
報
告
書
で
は
身
舎
部
と
庇
部
の
彫
刻
の
質
が
異
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た

桜
井
氏
も
同
様
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
が
、
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
の
身
舎
桟
唐
戸
の
彫

刻
と
庇
脇
羽
目
の
彫
刻
が
突
出
し
て
対
極
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
全
体
的
に
見
れ
ば
そ
れ

ほ
ど
の
差
異
は
な
い
と
考
え
る
。

（
2
4
）
武
田
恒
夫
「
豊
国
祭
礼
図
の
特
質
と
展
開
」
（
『
円
本
屏
風
絵
集
成
』
第
二
二
巻
風
俗
画

－
祭
礼
・
歌
舞
伎
講
談
社
一
九
七
八
年
）

（
2
5
）
前
掲
註
（
2
4
）

（
26）
辻
惟
雄
「
舟
木
家
旧
蔵
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
検
討
」
（
『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
二
巻

風
俗
画
講
談
社
一
九
七
八
年
）

（
2
7
）
こ
の
他
内
裏
な
ど
で
も
建
築
細
部
が
非
常
に
細
か
く
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

妻
組
を
と
っ
て
み
て
も
清
涼
殿
は
木
連
格
子
、
西
側
の
門
は
虹
梁
暮
股
、
南
門
は
叉
首
組

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
南
門
は
虹
梁
型
に
湾
曲
す
る
頭
貫
、
そ
の
上
の
桐
を
彫
刻
し
た
暮

股
、
若
葉
状
の
木
鼻
、
飾
り
金
具
な
ど
現
在
の
豊
国
神
社
唐
門
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
細
部

ま
で
描
き
き
っ
て
い
る
。
同
時
代
の
岡
山
美
術
館
本
と
比
べ
て
も
建
築
細
部
が
い
か
に
情

熱
を
持
っ
て
描
か
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

（
2
8
）
辻
惟
雄
「
洛
中
洛
外
の
展
開
－
岡
山
美
術
館
・
舟
木
本
を
中
心
に
－
」
（
『
近
世
風
俗
図

譜
』
第
四
巻
洛
中
洛
外
（
二
）
小
学
館
J
九
八
三
年
）

（
2
9
）
前
掲
註
（
2
8
）

（
3
0
）
口
光
東
照
宮
で
は
透
塀
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
廻
廓
に
も
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
寛
永

年
間
の
造
営
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
3
1
）
『
愚
子
見
記
』
や
「
豊
国
祭
礼
図
」
（
豊
国
神
社
蔵
）
と
は
異
な
り
、
石
の
間
と
本
殿
の
正

面
幅
が
同
じ
に
な
っ
て
お
り
、
豊
国
社
の
平
面
を
正
し
く
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、

豊
国
廟
作
手
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
（
伊
藤
要
太
郎
『
匠
明
五
巻
考
』
鹿

島
拍
版
会
J
九
七
一
年
）

（
3
2
）
灰
野
昭
郎
「
都
久
布
須
麻
神
社
本
殿
の
蒔
絵
装
飾
」
二
泉
都
国
立
博
物
館
『
学
叢
』
第
三

ロ
ケ
所
収
一
九
八
一
年
）
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（
聾
　
『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
六
年
三
月
一
一
十
三
日
の
条
に
「
伏
見
城
二
伽
藍
残
テ
在
之
軟
、

見
テ
可
参
由
仰
了
、
塔
婆
二
基
・
鐘
楼
・
三
間
四
万
ノ
堂
在
之
云
々
、
此
二
南
方
ノ
堂
、

当
寺
御
影
堂
二
所
望
心
中
也
、
可
訴
訟
哉
思
惟
耳
、
」
と
あ
る
。

木
村
展
子
　
（
き
む
ら
・
の
ぶ
こ
）

二
〇
〇
〇
年
　
神
戸
大
学
人
学
院
博
士
課
程
修
了

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
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図1　都久夫須麻神社本殿

脇羽目彫刻

図3　豊国祭礼図（部分）

豊国神社蔵

図2　宝厳寺唐門
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図5　豊国祭礼図（写本）（部分）

妙法院蔵

図7　都久夫須麻神社本殿　内部

－41

図4　洛中洛外図

勝興寺蔵

図6　都久夫須麻神社本殿　正面



図8　宝厳寺渡廊

図9　宝巌寺唐門　軒唐破風下（正面）

図10　宝厳寺唐門　軒唐破風下（背面）
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図12　宝厳寺観音堂　壁面 図11宝厳寺唐門　桟唐戸

図13　都久夫須麻神社本殿　桟唐戸
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図15　都久夫須麻神社本殿

身舎正面

図14　都久夫須麻神社本殿

身舎正面

図16　都久夫須麻神社本殿

庇側面板壁
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図18　都久夫須麻神社本殿

庇木鼻

図17　宝厳寺唐門　木鼻

チチ＿…‾－1冨；ニ■票や

転■二‾．．．∴∴．；＿き－蜃
図19　都久夫須麻神社本殿

庇正面琵琶板

ー45



廿嵐　 ≠曾トゼ′J
／ －．◆

せ

小包 ▼叫

▲くせ　 I
＿■亡濱1■て、　　三十ヽ ▲

t lT＿・J～へ

lヽ
嶋、官

1t■、▲、k

亡，ノ■ト■ナ
】一ト

も・

輌

…
くせ

？々 ・ 1隷扉・
ごり杷

打 ．

J▲ト

…
モ疋

滞

納
せくと

‾、＼J　／　 ▼“h ＼

i
●■や、＼〉フ1 一・ヽ

図21豊国廟平面図

（『匠明』より転載）

図22　豊国祭礼図（部分）

徳川黎明会蔵

図24　洛中洛外図（舟木家旧蔵本）部分

東京国立博物館蔵

図20　豊国祭礼図

豊国神社蔵
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図23　洛中洛外図（舟木家旧蔵本）
東京国立博物館蔵



図26　洛中洛外図

勝興寺蔵

図28　東山名所図（部分）

個人蔵

図25　洛中洛外図

岡山美術館蔵

図27　東山名所図
個人蔵
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